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私たちをとりまく環境。 身近すぎてその大切さについて、 普段気づか

ないこともたくさんあるのではないでしょうか。 美しい自然、 さまざま
な資源やエネルギーは無限のものではありません、 限りあるものです。

環境のためにあなたの生活をもう一度振り返ってみませんか。

第 1回 ｢名越谷戸の自然のもつ価値と活かし方｣
日 時 2 月 29 日 (日) 14 : 00 ~ 16 : 00

場 所 :市役所 5 階会議室

講 師 :三浦半島自然保護の会代表 柴田敏隆氏
内 容 :自然の生態的な営みと人間の文化的な営みの融合について。

日本人が自然とどのよ 引こ関ってきたかを鑑み、 名越谷戸の
自然と活用についてお話しまず。

･ 現 地 作 業 報 告…スライ ドと資料で進捗状況を説明します。
･参加者の皆様と懇談…報告と講演が終わった後で、 今後の進め方や

計画などについて懇談したいと思います。

▲ 誓の原風景を残す諸越谷戸 ▲ 名越登戸整備作業の様子



第 2回 『ごみを減らして豊かな生活を｣
- 持続可能な循環型地域づくりに向けて -

日 時 3 月 7 日 (日) 14 : 00 ~ 16 : 00
′

轤讓釀場 所 "市役所 5階会議室 “

講 師 ;川崎翻ごみを考える市民連絡会代表 飯田和子氏
内 容 :今ごみ問題は転換期を迎えています。 ごみを減らすためにリ

サイクルすると費用がかかり、 税金の支出が増えてしまいま
す。 市民発のごみ減量計画は、 大量生産 ･大量消費 ･大量廃
棄を反省し、 リサイクルよりも再使用や発生抑制の優先する
仕組みを提案 しています。 また、 生ごみリサイクルなど、 市

民が行動し提案することで地域の中での循環の環を作ること
も楽しく、 そして大変意義のあることです。
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旗守 : 3 月 14 日 (日) 1 4 : 0 0 ( ) 1 6 : O Q : 緊絲“@もし

場 所 :市役所 5 階会議室
講 師 :東京電力 (株) 神奈川支店 環境担当 乙竹文三氏
内 容 :東京電力のプロが、 第 1 部で日常生活における省エネの盲点

を参加者の皆様と語り合います。 第 2 部では、 省エネ化が進
む家電製品や消費電力の数倍の熱エネルギーを出す “ヒート
ポンプ" の紹介等をします。

窕鬆蟇溌 古紙配合率 1㈲%再生紙を使用してし、ます


